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こちらの森もりから

あちらの丘おかへ

にじが橋はしをかけた。




だれが、その橋はし

渡わたる。




からすが三羽ばに

乞食こじきが一人ひとり。




乞食こじきはつえついて上あがったが

からすは、あわてておっこちた。




落おちたからすはどこへいった。

夕焼ゆうやけの空そらへ。




上あがった乞食こじきはどこへいった。

お星ほしさまの世界せかいへ。




にじが消きえた。

にじが消きえた。

下したの町まちには火ひが点ついた。


底本：「定本小川未明童話全集　3」講談社

　　　1977（昭和52）年1月10日第1刷

　　　1981（昭和56）年1月6日第7刷

初出：「おとぎの世界」

　　　1919（大正8）年9月

※表題は底本では、「にじの歌うた」となっています。

※初出時の表題は「虹の歌」です。
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